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1) アメリカでは，、 バー ドの経済学者たちが持続的に水資源開発問題にとり〈んできたが， Eck 
stem， [10J は とれのもっ左も初期の結晶kして1958年に現われた。戦後仁固有化の進んだフ
ラγスではフラ Yス電カ公社をはじめとする固有諸産業で投資基準研究が進められ， 1960年頃か
ら英米の膏究者の注目をあrfる上弓にな 4 丈。 Masse，(18Jばフヲシスにおける実践を反映して
いる。 Solomon，(19)はz アメリカ経官財務論における投資基準の議論を集めたものである。
2) この節のA2-:Bの内容は わたくしが以前に書し可ー もの((.，))とかきなろをとろがあるがz
本稿の議論の前提として必要であるから多少の重複はいとわなかった。前に不十分であったとこ
ろは輔ってある。







を t=O，1年後を t=1，・・ T年後を t=Tとおき， また，一般に，t=I-1 
から t=1主での 1年間春第 1期とよぶことにする。 第 l期の便益を B" 経常
費を Oι，資本費を K，で表わし，便宜上，これらは期末にまとまって発生する
ものと考える。 Bt-Ot-Kt=Rtとおくと，一つのプロジェグトを，純便益九













(1) 純現存価値法 (thenet pr田 entvalue method) 
Cn) 便益費用比率法 (thebene白-costratio method) 
Cli) 内部利益率法 (theinternal rate of return method) 
3) 熊谷， (13)， p_ 290. p. 293 
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(N) 年間費用法 (theannual cost method) 




( 3) 3 
時点を異にする量にー定の加重をほどこし比較ないし加算が可能な量に変換
する操作が割引 (di皿 ounting)であるが，プロジェクトの純便益の数列 (Ro.
R" ー RT)の各項を現在時点、に割ヲ1¥、た上で加え合せることによって得られ
る数値が，プロジェタトの純現在価値 (nctpr四 cntvaluc)である。







????? ?? ( 1・1) 
である Q
これは，周知のように，第 t期の割引率巷円として，
V=Rn+1与+・・+パ l 、円 1令、 r-. ， .、 (]・ 2)… の形で表わすこ左もできるの
割引率とウエイトとの聞には，したがって，次の関係がある。

















とする。 Kの各{直に対して純現在価値を対応させる関数を V(K) 正する1-:.
V(K) = G(K) -Kであるの V(K)はかならずしも微分可能でないが，代替的プ
















kニ O ならば dK三五A
邑) Marglin， (14J， p.82 



























7) 古典的ラグラ γジユ乗数による説明は Eckstein，(10J. p. 75にある。 非線型計画 (non
linear programming)による説明は MargUn，(14)， pp. 82-84 ただしここで Marglinは
m佃のプロジェタトを考えているが本稿のいまの左ころでは投資概告を 1個だけ考えればよい。
あとのEで，投資機会の構成要素であるプロジェクトを幻個明示的に考える。
g) 浅間 c，)および [4)。
6 (6) 第 103巻第1号


























9) このあたりのことについては熊谷， [13J， pp. 288-289に懇切な説明がある。
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る立場である。この立場のもっとも直接的な形は，民間部門における限界内部























10) Marglin， (17]， pp. 49-51参照。
11) Marglil}. (17J. pp. 51-53参照。
12) A口開.[lJ. pp. 2-3 
13) MargHn， (17)はj あきらかにこの立場である。






































14) Hu:;hlufer， (11) 
15) 図1はHi目 hleifer，(l1J. p. 206の図に若干の記号の変更をおこなったものである。
16) F1S11町 -Hin;hleiferの説明では，囲の平面上¢任意の点から出発できる。 Hirshleifer，(11)， 
p. 206 
P O 








C，)をもつを想定きれる。 曲線 U，と U，は， この時間選好関数から51かれた
二つの無差別曲線、である。 たとえば巧上のすべての点は，この個人に与える
効用において R点(今期 OF，来期 OGという消費支出の組合せ)と無差別
的である。














いる c R'点における限界(生産的)投資 dY，(くめを考えると R'点で曲線
QR'Tが市場線 PP'に接していることから，






















































与える。すなわち L線の勾配をー (1+のと「るとき 5点において，
dY，唱 dC，咽











17) Hirshleifer， (11J， pp. 213-217 






















fi(YiT， YiT-h YilJ Iio)話。 (i=l，ー，冗)(m. 1) 
Ct~玉三コ Y" (1=1， T) 
Co十三コ Iio亘Y。
18) Hirshleifer， (l1J. p. 216 
(m. 2) 
(m. 3) 




C，孟o (t~O， 1， .・，T) 
Yit~O (i=l，・， n; tニ 1，
I旬 ~O (i=l，一，吋













(fi _ 7) 










れ次の諸条件をみたすような非負の変数ん，Alt AT ; flh 仰が存在
することが，前記の計画問題が最適解をもつための必要十分条件である問。
20) 古典的な限界分析と非線型計画との対比については， Dorfman. Samuelson and Solow， (9)， 
Chapter 8. ~己くに第 6 節 (pp. 201-:!U3;邦訳 1，221-224ベ ジ〕を幸照。
21) Kuhn and Tucker， (12J. p. 486 
14 ( 14) 第103巻第1号
r =1 ~ ， ，，' 8U ，r壬1c，j三fOなちば，百d，-A，(二fO，(t=O， 1， '" T) (1I・ 8)
r = 1 ~ ， ， ，. 8r， r孟1n li=l， n¥ 
れ，(;)0ならば A，ーμ骨tiJo，い;".; i) (1I・ 9)
ん(ご)0ならば，一戸432-州三}O，(i=l， "'，の (1I・10)
仰に)0ならば，j， (Y，州 Y~T-lo Yill Iio {三)0，
(i=1， ・ー ，偽) ( 1I・11)
A，j;)oならば， c，j三)孟 Yit，(叫 ， T) (1I・12)
，-，ど1
ん1ごト0 ならば， c，+ :E I"i三fY， (1I ・13)、，/) i-:l. 、-，
この A，(t=O，1， T)， 1"' (i=1，めはラグラソジュ乗数であって，
潜在価格 (shadowprices) と解釈することができる問。(1II・12) と(1II・13)か
らんは第 t期の所得の潜在価格であることがわかるが， (1I. 8)式は，これが
第 t期の消費の限界効用より小さくはならないこと，そして第 t期の消費支出
が正であればイコールとなることを示している。
また， (1I・ 9)と(皿・10)から仰を消去すれば，第 zプロジェグトにおけ
る投資の限界生産物価値が， 投資の原資である第O期の所得の価格 A，壱上ま
わることなし投資支出が実際に行われている場合にはイコールであること，
および，第 zプロジェクトにおける第 t期の産出の限界投資費用が，第 Z期の
産出物=所得の価格んを下まわるととなく， 現に第zプロクェグトで産出さ
れる場合にはイ=ーノレであることが示される。






22) 非線型計画のラグヲ γジュ乗数の潜在価符としての解釈を駆使した興味深い論文として， Da-









これは， いわば， さきの非線型計画に照応する潜存割引率(shadowra匝 ofdis 
count)である。
B 投資決定Jレー ノレ





















23) Davis and Whinstonは，このようなPに「技術制約の impllcitcostとL寸解釈壱与えて
b 、る。 [8J.p_ 4 
16 (16) 第 103巻第1号
[一In ~ ， _， 8J， r豆1
Y"j; 10のとき，ん片官ZLjO (E・18)
1，(;)0のとき，→。叩義{き)0 (il・19)
























具体的には Arrow-Hurwiczの gradient法に塞く方法問と Dantzig























24) Marglin， (14Jは， 4-6章で，このような観点から，いくつかの手続z すなわち Lange-Lerner，
ArIow-Hurwiczおよび Zoutendijk_Dorfmanの3つの計軍法(algonthm)を考寝してし、る。
ただし本書での Marglinの議論は，割引車を所与止した純現在価値最大化の議論である。
2!i) Arrow and Hurwicz. [2 J 
26) 線型計画についての decomposltionpr皿 cipleについては，浅沼.(5). (6)を参照。非線
型計画版についてはI た左えLf. Whinston， r201を事照。




























公共投資基準における潜在価格 (19) 19 
であろうが，資本主義諸国における公共投資基準の問題にとっては，民間部門
の投資との並存という現実があって，これにどう対処するかという大きな問題
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